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〈参考５〉ベビーフードの利用について 

 
 

ベビーフードの種類 

市販されているベビーフードは 500 種類以上ある。 

ベビーフードには、大きく分けてウエットタイプとドライタイプのものがある。 

〈ウエットタイプ〉レトルト食品や瓶詰め等の液状又は半固形状のもの。 

〈ドライタイプ〉水や湯を加えて元の形状にして食べるタイプで、粉末状、顆粒状、フレー

ク状、固形状のもの。 

 

ベビーフードの生産量・生産額の推移  

        平成７年     平成 12 年  平成 17 年 

ウエットタイプ  
レトルト食品＊   2,999（トン）   5,082          6,711 
      9,855,020（千円）11,835,992     14,242,321 
瓶詰      4,443（トン）      4,920          5,941 
      5,162,250（千円） 5,754,700       6,724,732     
ペットボトル      -              4,977（トン）    12,235 
                  -          2,151,623（千円） 4,560,368   

ドライタイプ      1,101（トン）     1,137             826  
               9,494,762（千円）10,450,101       8,748,742 

                   

 

ベビーフードの品質 －薄味と固さへの配慮－ 

（１）ナトリウム含量は、乳児用の食品にあたっては 100ｇ当たり 

200mg 以下、幼児用の食品にあっては 100ｇ当たり 300mg 

以下。 

（２）食べるときの物性は以下のいずれかの状態。 

① 均一の液状 

② どろどろ状または均一なペースト状 

③ 舌でつぶせる適度な固さ 

④ 歯ぐきでつぶせる適度な固さ 

⑤ 歯ぐきでかめる適度な固さ 

 

ベビーフードの賞味期間 

   容器包装製造形態 賞味期間（上限） 

瓶詰め ２年６か月 

レトルト食品 １年６か月 

ペットボトル １年 

ウエットタイプ 

紙容器 １年 

ドライタイプ １年６か月 

 

品名又は名称 
原材料名 
内容量 
賞味期限 
保存方法 
対象時期、物性（固さ）等 

ベビーフードの表示（例）

〈ベビーフードの歴史〉 
1937年 日本初のベビーフード

の誕生（白米を粉砕し加熱

殺菌したものを缶詰にした

もので、使用時に水に浸し

てお粥ができあがるもの）

1952年 フレークタイプ（お湯を

加えるだけで簡単につくれ

る）ベビーフードが登場
1953年 缶詰タイプ（開封してす

ぐに食べられる裏ごしタイ

プ）が登場 
1971年 瓶詰タイプ（中身がみえ

るタイプ）が登場 
1984年 フリーズドライベビー

フードが誕生（真空状態

で低温乾燥、素材本来の味、

色、香りが生かせ、裏ごし

状だけでなく、さいの目状

の具材も利用可能） 
1987年 レトルトカップベビー

フード（開封が容易ですぐ

に食べられる）が登場 

（上段：生産量(重量)  

下段：生産額） 

資料：日本ベビーフード協議会調べ 

＊ その他容器を含む   （  増加傾向   減少傾向）

ベビーフードに関する基本的情報

資料：日本ベビーフード協議会「ベビーフード自主規格（第Ⅳ版）」 


